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研究成果の概要（和文）：活性化されているSNSの特徴分析を行った。観光分野のFacebookページについて調査
を行い、投稿数とファン数の関係、1日の平均投稿数、エンゲージメント率を明らかにした。さらに、ユーザー
のコメント分析を行い情報発信のモチベーションを明らかにした。訪日外国人にアンケート調査を実施し、投稿
内容について分析を行った。日本人との違い、国籍・性別・年齢による特徴を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We analyzed the characteristics of SNSs with high attractiveness. The 
tourism-related Facebook Pages were surveyed and clarified the relationship between the number of 
posts and the number of fans, the average number of posts per day and the engagement rate per fan.  
Moreover, we analyzed the user's comments and clarified the motivation for information transmission.
 We carried out a questionnaire survey on foreigners and analyzed the contents of posts on SNSs.  
The results indicate that the difference between foreigners and Japanese, and that the 
characteristics of nationality, age and sex.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、訪日外国人のSNSへの投稿内容について明らかにした。旅行先の検討時の参考情報としてSNSを利用
する人が増加しており，今後SNSは旅行先の決定に関して重要な役割を担っていくと考えられ、本研究の成果は
観光誘客戦略立案において重要であるといえる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 ブログやソーシャルメディアを通じて旅行者自身が情報を発信し、それらの情報がまた新た
な旅行者への需要喚起になっている。インバウンド観光振興のため、外国人旅行者による積極
的な地域情報の発信が重要である。 
 訪問喚起につなげるために、報告者が開発した金沢歴史観光英語ガイドシステム（スマホア
プリ”Discover Kanazawa’s History”）へのコメント投稿と金沢の歴史観光の話題の投稿・共有
の場である Facebookページ”Discover Kanazawa’s History”の活性化させることが課題であっ
た。 
 
２．研究の目的 
 観光振興を目的として地域情報を発信している SNS が多く存在する。しかし、効果的に活
用されているケースは多いとはいえない。SNSを活用し訪問喚起につなげるため、既存の活性
化している SNS の特徴を明らかにする。さらに、インバウンド観光振興のため、外国人旅行
者による積極的な地域情報のモチベーションを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) Facebook navi の Facebook ページランキングの「旅行」ジャンルに登録されている 842 ペ
ージから地域の観光情報を発信している 172 ページを調査した。 
(2) 活性化している地域情報を発信している Facebook ページ（ファン数 4万人以上でファン一
人当たりのエンゲージメント率 3％以上）のユーザーコメントをプログラムにより取得した。
ユーザーコメントをどのような感情で発信しているかを手作業で分類した。 
(3)石川県金沢市を訪れた外国人を対象に、観光旅行中に SNS 投稿した内容についてアンケート
調査を実施した。 
 
４．研究成果 
(1) 地域情報を発信している Facebook ページにおける投稿数とファン数は正の相関が認めら
れた。ファン数が多いページの 1日の平均投稿数は、1.02～1.30 件で、ほとんどの投稿が写真
付きであった。ファン一人当たりのエンゲージメント率は 3.4～3.5％と高い傾向にあることが
明らかとなった。 
(2) 地域情報を発信している SNS におけるユーザーコメントは、好き・憧れ・懐かしいなどの
感情や感動・ときめきなどの感情が投稿のモチベーションとなっていることが明らかとなった。
認知度が高い情報については、その資源の旬の時期を意識したタイムリーな投稿がユーザーの
生活や思い出とマッチし、エンゲージメント率向上に寄与すると考えられる。認知度が低い情
報を発信する際に、ユーザーが感動やときめきなどの気持ちを抱くような写真を添えて投稿す
ることが、エンゲージメント率向上に有効であると考えらえる。 
(3) 訪日外国人は日本人より幅広い内容を発信している。SNS への投稿内容を 19種類から複数
回答で選択した割合の合計は、日本人の 219.4％に対し、外国人は 511.7％であった。外国人の
投稿の傾向として、概ね 3つのグループ、すなわち「見る観光資源」「旅行を通して体験したこ
と」「人物」に分かれることが明らかとなった。 
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